
姶良小学校いじめ防止基本方針 

【学校教育目標】 

心身共に健康でよく学び，豊かな情操と確かな学力を身に付け、想像力と実践力のある思いやりの心をもった子どもを育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【いじめ防止対策委員会】 

（年間計画の作成・実行・検証・修正の中核） 

〔目的・役割〕 

いじめの防止等に関する措置を実効的に行うため，複数の教職員や専門的な知識を有する関係者に

より構成されるいじめの防止等の対策のために組織を置く。学校の取組が計画通り進んでいるかのチ

ェック，いじめの対処がうまくいかなかったケースの検証等をＰＣＤＡサイクルで行っていく。 

〔組織構成〕 

校長・教頭・生徒指導主任・学年主任・養護教諭・教育相談係・その他必要に応じた関係者および

外部専門家 

【家庭・地域との連携】 

・ＰＴＡ生活研修部 

・学校評議員会 

・学校関係者評価委員会 

・民生委員等 

・姶良っ子見守り隊 

         等 

【関係機関との連携】 

・市教育委員会 

・警察 

・医療機関 

・児童相談所 

・市役所 

・スクールソーシャルワーカー 

・スクールカウンセラー 

等 

【いじめの防止対策】 

１ 教職員は，いじめ問題はどこにでも起こりうるという認識のもと，いじめは深刻な人権侵害である

ということを念頭に置き，「いじめは絶対に許さない」「いじめは卑怯でいやしい行為である」という

確固たる意志を表明し，いつでも人を思いやる心を持つための指導に当たる。 

２ 心が通じ合うコミュニケーション能力を育み，子どもが主体的に活動できる，また互いを認め合え

る授業作りや集団作りを行う。（学級・学年経営の充実） 

３ 情報モラル教育を推進し，子どものモラルの向上を図り，保護者への啓発にも努める。 

４ 自らの行動や考えを見直す道徳科の授業や，学級活動，児童会活動等の特別活動において，児童が

自らいじめ問題について考え，議論する活動を推進していく。 

５ 保護者は，いじめ問題はどこにでも誰にでも起こりうるということを認識し，「家庭・地域社会・学

校」みんなで子どもを育てていくという意識を持つ。また，子どもがストレスに適切に対処できるよ

うに，日頃から子どもの様子をよく観察し，助言したり，温かく見守ったりする。 

【いじめの早期発見への対策】 

１ 教職員は，日頃から子どもとの信頼関係の構築に努め，子どもが出すサインを見逃さないようにア

ンテナを高く保ち，いじめに対し，早い段階での的確な関わりを持つ。また，転入学やクラス替え時

は，ささいな変化に気付くことができるよう，より一層注意する。 

２ 定期的なアンケート調査や教育相談を実施し，子どもが相談しやすい環境を整え，いじめ問題の実

態把握に努める。また，「学校楽しぃーと」や「SNSチェックシート」の質問紙を活用する。 

３ 子どもは，悩み等がある場合，１人で抱え込まず，「相談することは恥ずかしいことではなく，誰か

に相談するべきだ」ということを理解し，先生や保護者にすぐ相談する。 

４ 保護者は，日頃から子どもの様子を注意深く見守り，子どもの変化に気づく努力をする。さらに，

問題発見時はすぐに学校へ連絡し，学校・地域社会と連携して問題解決に当たる。 

【いじめに対する措置】 

１ いじめを発見した場合，特定の教職員だけで抱え込まず，いじめ防止対策委員会に対し，当該いじ

めに係る情報を報告し，学校の組織的な対応につなげ，被害にあった子どもを守り通す。 

２ 教職員は，事実をよく把握した上で，被害者・加害者の子どもの心のケアを行い，再発防止に向け

て指導する。 

３ 重大ないじめ問題と認められる場合は，直ちに専門機関と連携して対応していく。 

４ 被害にあった子どもは，事情や心情の聴取を受け，その子どもの状態に応じたな支援を受ける。 

５ 加害者となった子どもは，再発防止に向けて適切な指導を受けるとともに，子どもの状態に応じた

継続的な支援を受ける。 

６ いじめ問題に関係のある学級，そして学校全体では，事実を明らかにした上で，それぞれに応じた

聴取や指導，心のケアを受ける。 

７ 被害者・加害者の家庭は，要望や意見の聴取を受け，事実を理解し，これからの子どもの指導・支

援に学校・地域社会と連携を図りながら当たる。 

８ 重大ないじめ問題と認められる場合は，事実を確認し，今後同じことが起こらないようにＰＴＡ会

合等を開き，対応について話し合う。 

９ パスワード付きサイトやＳＮＳ，携帯電話等のメールを利用したいじめなどについては，情報モラ

ル教育の充実に努めるとともに，保護者に対しても携帯電話等の取り扱いについて啓発を図る。  

 

 

【教育活動の重点】 

〈全教育活動において〉 

１ 子どもの安心・安全

を最優先するととも

に，善悪を正しく判断

し，社会規範を守ろう

とする子どもの育成を

図る。 

２ 基本的な生活習慣の

形成と健康の保持・増

進を図り，健やかな心

身を持つ子どもの育成

を図る。 

・ 基礎的・基本的な知識

及び技能を身につけさ

せ，これらを活用して

課題を解決するための

能力を育み，主体的に

学習する態度を養う。 

３ 家庭や地域社会との

連携を図り，特色ある

教育活動を展開する。 

〈子どもの主体的な活動〉 

４ 児童会活動の充実 

（児童会テーマを中

心とした自主的な活

動を推進させ，学校生

活をよりよいものに

していこうとする意

欲を高める。） 

５ いじめ問題を考える

週間や人権週間等を充

実させる。 

（人権標語等を募集・掲

示し，子ども自らいじ

めは絶対に許されない

ということを啓発して

いく。） 

【生徒指導体制】 

１ 子どもが互いのよさを認

め合える授業や仲間づくり

を積極的に進め，一人一人

に居場所のある学級づくり

を基本とする。 

・ＱＵテスト・心のアンケート 

２ 学年会での情報共有と対

応策の検討（毎週水曜日） 

３ 生徒指導対策委員会での

情報共有と対応策の検討

（毎月第４金曜日） 

４ 生徒指導主任を中心とし

たＰＣＤＡサイクルの確立

（職員朝会，生徒指導連絡

メモ等を活用し，小さなこ

とから報告し合い，いじめ

の防止，早期発見に努め

る。） 

５ 子どもが相談しやすい環

境作り（特に養護教諭や担

任以外の職員に相談しても

良い環境作りに努める。） 

６ 職員研修の充実 

（年２回以上の研修を設

定し，教職員の意識の向上

を図る。事例研修や問題点

の共通理解，対応策の検

討，生徒指導の全校体制の

構築等を行う。） 

７ 学校ネットパトロール事

業検索結果の活用 

８ ＳＣ，ＳＳＷとの連携 

９ 啓発資料の活用 

（学級ＰＴＡ等で資料を

提示し，みんなの問題であ

るという意識を高め，複数

の目で子どもたちを見守

っていくことの大切さを

確認する。） 


